
広報いいで 2020/9/101

写真／�通行車両のドライバーに交通安全を写真／�通行車両のドライバーに交通安全を
呼び掛けるボランティアの皆さん呼び掛けるボランティアの皆さん



広報いいで 2

飯豊町では、SDGs 未来都市の選定を受けています。
SDGs をより身近に感じていただくために、各記事に関連する目標
のアイコンを付けています。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

飯豊町プロモーション映像を公開しています。
携帯電話またはスマートフォンでＱＲコードを読み取っていただく
と、映像にリンクします。

広報いいで 目次 ９
2020

通勤車両が行き交う早朝、「しっかり止まってはっきり確認」と書かれたプラカードを
掲げ、交通安全を呼び掛けるボランティアの皆さん

今月の
表　紙

03 マイナポイントの付与が始まりました！！

04 ながめやまバイオガス発電所始動

06 第５回心の古里いいでフォトコンテスト～紹介したい飯豊の四季・人・花～　vol.２

08 まちかどNEWS

10 協力隊通信　vol.６

11 いいで・ヘリテイジ／町長の見て歩き

12 健康 ikiiki プラス

13 10月の保健／行事予定10月

14 医療と年金の掲示板国民健康保険診療所からのお知らせ

15 子育てファイル／町民川柳

16 あ～す発信局

17 納税／暮らしの相談／ハローワーク飯豊町求人情報住民課生活環境室から

18 暮らしの情報／戸籍の窓／人の動き／編集後記

20 私とＳＤＧｓ～持続可能な私の取り組み～

し
っ
か
り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り
確
認
し
交
通
事
故
防
止

　
８
月
７
日
、
明
る
い
や
ま
が
た
夏
の
安
全
県
民
運
動
に
合
わ

せ
、萩
生
地
内
に
て「
し
っ
か
り
と
ま
っ
て
は
っ
き
り
確
認
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
交
通
安
全
協
会
連
絡
協
議

会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
22
名
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
通
行

車
両
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
町
交

通
安
全
協
会
連
絡
協
議
会
の
横
山
昇
一
会
長
は
、「
交
差
点
や

見
通
し
の
悪
い
道
路
で
は
、
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り
確

認
し
、交
通
安
全
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



広報いいで 2020/9/103

◆問合せ先／役場住民課住民室　☎ 87 ｰ 0511



広報いいで 4

な
が
め
や
ま
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所

な
が
め
や
ま
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所

写真提供：東北おひさま発電株式会社

　
令
和
２
年
７
月
、
添
川
地
区
に
家
畜
排
せ
つ
物
等
を
使
用
し
た
「
な
が
め
や
ま
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
所
」が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、東
北
お
ひ
さ
ま
発
電
株
式
会
社
（
長
井
市
）

が
運
営
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
と
な
る
家
畜
排
せ
つ
物
は
、
隣
接
す
る
眺
山
地
内
の
５
畜
産

業
者
が
提
供
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
仕
組
み
や
眺
山
地
内
に
新
た
に
畜

舎
を
構
え
畜
産
経
営
を
展
開
す
る
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

肉
牛
の
排
せ
つ
物
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

　
平
成
29
年
10
月
、
本
町
は
家
畜
排
せ
つ
物
を

使
用
し
た
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
」、
お
よ
び
町
内

の
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
「
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
取
り
組
み
目
標

が
認
め
ら
れ
、
国
が
推
進
す
る
「
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年

６
月
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市※

１

」
に
も
選
定

さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
を
含
め
た
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
日
本
三
大
黒
毛
和
牛
「
米
沢
牛
」
の
４
割
を

生
産
す
る
本
町
に
お
い
て
、
家
畜
排
せ
つ
物
等

を
原
料
と
し
た
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
畜
産
振
興
や
自
給
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
保
全
、
改
善
、
地

域
資
源
の
活
用
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
お
い

て
、
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
原
料
と
な
る
家

畜
排
せ
つ
物
は
、
隣
接
す
る
肥
育
牛
舎
、
繁
殖

牛
舎
、
酪
農
牛
舎
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
原
料

槽
に
搬
送
さ
れ
ま
す
。
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

は
嫌
気
性
発
酵※

２

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
家

畜
排
せ
つ
物
を
畜
舎
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
直
接
搬
送
す
る
こ
と
で
、
外
気
と
の
接

触
を
最
小
限
に
し
、
排
せ
つ
物
の
臭
い
の

抑
制
を
図
る
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
産
物
と

し
て
生
じ
る
液
肥
は
、
隣
接
す
る
な
が
め

や
ま
牧
場
で
活
用
し
、
発
酵
の
残
り
か
す

は
畜
舎
内
の
敷
料
と
し
て
再
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
資
源
の
循
環
利
用
と
な
り
ま
す
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
仕
組
み

　

隣
接
す
る
畜
産
農
家
の
牛
舎
か
ら
地

下
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
牛
ふ
ん
を
原
料
槽
に

投
入
し
、
液
肥
に
処
理
す
る
過
程
で
発
生

す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
（
メ
タ
ン
ガ
ス
）
を
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
に
送
り
、
そ
れ
を
燃

料
と
し
て
発
電
し
ま
す
。
発
電
能
力
は

５
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
発
電
量
は
年
間

約
３
６
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
一
般
家
庭

の
約
９
０
０
世
帯
分
）
に
な
り
ま
す
。

始
動

※
１
．�

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

に
記
載
さ
れ
た
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標

※
２
．
空
気
（
酸
素
）
を
必
要
と
し
な
い
状
態
で
活
動
す
る
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
発
酵
す
る
過
程
の
こ
と



広報いいで 2020/9/105

作
業
の
省
力
化
に
よ
り

　
本
町
は
米
沢
牛
の
主
産
地
で
あ
り
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

処
理
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
臭
気
対
策

等
の
環
境
整
備
も
含
め
、
畜
産
振
興
の
上
で
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
民
間
の
東
北
お
ひ
さ
ま
発
電（
株
）様
の�

ご
尽
力
に
よ
り
、「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
太
陽
の
力
、
水
の
力
、
生
物
資
源
の
力
な
ど
、
農

山
村
に
豊
富
に
存
在
し
、
決
し
て
尽
き
る
こ
と
の
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
と
い
う
、
東
北
お
ひ
さ
ま
発

電
様
の
理
念
の
も
と
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と
い
う
手
法
で
、

臭
気
な
ど
の
環
境
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
地
産
地
消
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
成
で
循
環
型
農
業
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
重
視
型
の
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
所
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都

市
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
、
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
世
界
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
本

町
に
と
っ
て
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
今
は
売
電
に
よ
っ
て
採
算
を
合
わ
せ
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
が
、
現
在
想
定
さ
れ
る
発
電
量
は
約
９
０
０

戸
分
で
あ
り
、
町
内
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
を
賄ま
か
なえ
る
た

め
、
今
後
、
町
内
の
家
庭
で
の
電
力
利
用
が
可
能
に
な
れ

ば
、
畜
産
業
者
と
電
力
会
社
の
連
携
が
町
お
こ
し
に
つ
な

が
り
、
米
沢
牛
の
品
質
の
向
上
と
生
活
・
住
環
境
の
向
上
、

そ
し
て
外
に
流
出
し
て
い
た
も
の
が
地
元
で
循
環
す
る
こ

と
に
な
り
、
経
済
効
果
、
社
会
的
効
果
、
様
々
な
面
で
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
全
国
で
も
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
が
本
町
か
ら
誕
生
し
ま

す
。
町
の
魅
力
と
し
て
、
特
に
若
い
世
代
に
も
理
解
い
た

だ
き
、
自
分
た
ち
の
将
来
や
持
続
可
能
な
社
会
を
大
き
く

広
げ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

飯
豊
町
長　
後
藤
幸
平

―
ふ
ん
尿
処
理
時
間
が
短
縮
さ
れ
た

こ
と
で
、
短
縮
さ
れ
た
時
間
は
ど
の

よ
う
な
作
業
に
充
て
て
い
ま
す
か
？

（
田
中
さ
ん
）
１
日
あ
た
り
、
約
１

～
２
時
間
の
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
、

日
頃
の
牛
の
健
康
状
態
等
の
管
理
に

充
て
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
に
時
間

を
か
け
る
こ
と
で
肉
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
手
塚
さ
ん
）
水
稲
等
の
農
作
業
の

時
間
に
も
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
以
前
よ
り
も
労
働
時
間
や
身
体

的
負
担
が
減
少
し
ま
し
た
。

―
実
際
に
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
と
連

携
し
、
ふ
ん
尿
の
処
理
を
行
っ
た
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

（
後
藤
さ
ん
）
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー

（
ふ
ん
尿
と
汚
れ
た
敷
料
を
搬
出
す

る
装
置
）
に
な
り
、
さ
ら
に
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
に
よ
り
発
電
所
に
ふ
ん
尿
が

直
接
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

ふ
ん
尿
の
処
理
に
係
る
作
業
が
軽
減

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
作
業
時
間
の
軽

減
に
よ
り
牛
の
管
理
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
長
岡
さ
ん
）
ふ
ん
尿
が
そ
の
ま
ま

電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
代
わ
る

こ
と
で
、
資
源
活
用
・
資
源
循
環
と

し
て
地
域
貢
献
も
で
き
る
こ
と
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
、
畜
産
経
営
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

（
皆
さ
ん
）
繁
殖
経
営
を
軌
道
に
乗

せ
規
模
拡
大
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
経
営
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
市
場
で
子
牛
を

買
っ
て
く
る
よ
り
も
、
牛
の
ス
ト
レ

ス
が
少
な
く
な
り
、
優
良
な
肉
質
の

子
牛
の
育
成
が
見
込
め
ま
す
。
さ
ら

に
上
質
な
牛
肉
を
作
る
た
め
、
餌
や

飼
養
期
間
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　
眺
山
地
内
に
新
た
に
畜
舎
を
建
設

し
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
肥
育
牛
や

繁
殖
牛
の
経
営
を
行
っ
て
い
る
、
長

岡
正ま
さ

芳よ
し

さ
ん
（
萩
生
）、
手
塚
一か
ず

重し
げ

さ
ん
（
黒
沢
）、後
藤
正ま
さ
徳の
り
さ
ん
（
萩

生
）、
田
中
清き
よ

人ひ
と

さ
ん
（
小
白
川
）

に
、
新
た
な
畜
舎
で
の
ふ
ん
尿
処
理

や
、
今
後
の
畜
産
経
営
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

左から長岡さん、手塚さん、後藤さん、田中さん

常に情報交換をしながら畜産経営を行っています

新
た
な
経
営
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
！



広報いいで 6

第５回
～紹介したい飯豊の四季・人・花～　vol. ２

「第５回 心の古里いいでフォトコンテスト」の結果が３月23日に発表されました。
広報９月号では、優秀賞と特別賞に輝いた作品をご紹介します。
なお、作品詳細は「タイトル→受賞者→撮影地」の順となります。

心の古里いいでフォトコンテスト

氏子
渡部友子さん（山形市）

撮影地／萩生

　見る人の全てが「いいなあ」と口ずさむことでしょ
う。この風景に遭遇した作者もそう思ったでしょう。
プリント仕上げも春の暖かい空気感がじゅうぶんに伝
わってきます。私もこんな風景に遭遇したらすぐにレ
ンズを向けたと思います。そしてこのように撮ったと
思います。
　作者にはさらなるステップアップを期待したくなる
作品です。

　このたびは飯豊町写真フォトコンテストに選んでい
ただきありがとうございました。
　飯豊町は原風景であり、湖、山そして有名な飯豊山
しかり、好きな題材に欠かせない所です。それに今ま
で気が付かなかった人情の良さ、温かさ、水

すい

紫
し

山
さん

明
めい

に
恵まれたそして四季の変化が見事に協和して美しいと
いう事です。これからも撮り続けます。

　今までのこのコンテストには見られなかった力強い人物作品ですね。
裸電球、手にした傘、雨上がりの曇り空。それらを見逃す事無く適切
な露出と仕上げの技術で勝ち取った作品です。氏子さんの表情からわ
かるように作者とのコミュニケーションもしっかりとれていて出会い
頭の写真でない作者の思い入れが分かる写真です。

　何年ぶりかで祭りを見にいきました。昔は見学者もたくさんいたよ
うな気がします。子どもたちの様子を見てパチリ。でも氏子の立ち姿
がとても清々しくステキでした。さっそくパチリ。２枚撮った中の１
枚でした。また祭りに参加したいと思います。

春風にのせて
岩谷秀夫さん（南陽市）

撮影地／岩倉

審査員コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

審査員コメント

優秀賞



広報いいで 2020/9/107

特別賞

休日の朝／武内幸一さん（山形市）／数馬

　朝の光を浴びてサップ（パドルボード）を楽しんでいる所ですね。今までと違っ
て水没林が脇役にまわった珍しいケースです。この一枚だけではなくもっとシャッ
ターを切っていると思うので見てみたいような気もします。白い糸のような航跡を
作りながら水没林の中をゆく静寂間溢れるような写真があれば見たかったです。で
もこの写真の伸びやかで休日を楽しむ若い人達の写真も素晴らしいです。

　白川湖のシンボルになっている柳を渡る４人組の青年を去年写したものです。白
川湖に通って２年目でした。令和元年の元旦にあたる５月１日は素晴らしい川霧が
見られたそうです。霧の中にある白川湖に出会いたいものです。

審査員コメント

受賞者コメント

水辺の輝き／坂本武志さん（埼玉県）／数馬

　水没林は被写体としてはとても難しいものがあります。実際にこの風景に向き
合った時、作品を意識すればするほど難しく感じると思います。ですから水没林を
撮った優秀な作品のほとんどが霧の中であったり、朝日の中であったりとさまざま
な自然現象に寄りかかった作品が多いのが実情で、しっかりと向き合った作品にな
かなか出会う事がありませんでした。でもこの作品は若葉の輝きを表現するために
選んだアングルと時間帯が適切でした。明確に目的をもった作品と言えます。

　訪れた白川は、雪解け水で没した新緑の樹々が水面に浮かび、まさに神秘的な光
景が広がっていました。ふと、その湖の対岸に目をやると山裾の水辺に緑の樹々達
が朝日を浴びて輝いていました。一本一本の樹木がどこか個性的で魅力的。静か…。
明るくまあるく…。小舟を漕いでそこへ行ってみたくなりました。

審査員コメント

受賞者コメント

雪上相撲大会／芳賀長悦さん（寒河江市）／数馬

　雪の上の相撲だからこその大技をユーモアたっぷりに上手く捉えました。決定的
瞬間というタイトルはどうでしょう。「雪上相撲大会」ではあまりにもストレート
過ぎます。誰が見ても雪上相撲大会なのですから。もうひとつ、いいもんだ中津川
の文字が入ったテントは写真を見る側の集中力を削ぎます。いい写真は状況の説明
はいりません。同時に倒れ込んだ二人の若者と行司だけでいいんです。いい瞬間を
捉えた写真なのであえて。

　はじめて夏の祭りの一つであるSNOWえっぐフェスティバルに写真をとおし参
加をさせていただきました。色々と行事が進行する中で、真夏の太陽のもとでの「雪
上相撲大会」。参加者達の表情が表に出た瞬間を狙い撮影した写真です。この作品
が入賞に選ばれるとは思っていなかったので大変満足しています。

審査員コメント

受賞者コメント

大口に注目!!! ／早野由香さん（埼玉県）／小白川

　獅子の舞を挟んで見物している男の子と女の子の興味津々たる表情がとても面白
い。左端の大人が他所を向いているからなおさらおかしいですね。両サイドの状況
がわかりませんが、ほんの少し引いて左右に余裕を持たせた方がいいでしょう。子
どもにとって初めての体験だったのでしょうね。そんな雰囲気がよく伝わってきます。

　この日は雨が心配でしたが、獅子舞がはじまる頃には雨は一時やみ、境内で暴れ
る獅子を多くの観客が見守っていました。獅子が鳥居をくぐる前にみせるアクショ
ンに子どもたちが釘づけだったので、飯豊町の子どもたちはこの獅子を見て育って
いく、ふるさとの伝統を感じました。また勇壮な獅子舞を見に行きたいと思います。

審査員コメント

受賞者コメント

大人の休日／植松晃さん（山形市）／数馬

　この湖に新しいジャンルの被写体が登場ですね。水没林を縫ってカヌーを漕いだ
らどんなに気分がいいか、かねがね思っていました。そんな新しい風景がまたひと
つ増えた事は喜ばしい限りです。このカヌーシーンとほぼ同じ位置から撮影した縦
位置の写真がありましたが、大人の休日感漂うこちらを選ばせてもらいました。画
面左下の水に反映する木の緑を大胆に増やして上半分近くをカットするとグッとレ
ベルの上がった写真になります。

　私は飯豊町の風景撮影のため毎年数回訪問しております。この写真は仲間４人で
山形市内を３時過ぎに出発、ダム湖に浮かぶ新緑風景撮影後、それまで写真撮影に
邪魔になると待機しておられたカヌーを楽しむグループに出会い撮影許可を得て、
休日を楽しんでいる状況を撮影させてもらった一枚です。

審査員コメント

受賞者コメント
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課情報推進室まで（直通 87-0522）

　８月９日、白椿地区公民館において、食彩しろつば
きの直売会が行われました。新鮮な野菜やお盆用品な
ど約45種類が店頭に並び、開店を待ちわびた買い物
客が次々と商品を手に取っていました。食彩しろつば
きのメンバーは直売開始に合わせ、春先からほおずき
や花などのお盆用品を栽培してきました。
買い物客は、「地元の新鮮な野菜を購入でき
た。また購入したい」と話してくれました。

食彩しろつばき　直売開始

新鮮な野菜をどうぞ

　８月22日、中部地区公民館において、いいでスポー
ツクラブキララ☆主催のこども将棋教室が開催されま
した。この教室は、将棋を学びたいという子どもたち
の要望で８月から始まりました。講師が将棋の指し方
や礼儀作法を丁寧に説明し、参加者は「今まで自己流
だったので、将棋の指し方を教えてもらえ
てうれしい。練習して勝負に勝ちたい」と
目を輝かせながら話してくれました。

こども将棋教室

目指せ将棋名人

　８月８日、中部地区公民館において、「ＮＰＯ法人
ほっと」の活動として、三世代で交流しながら笹巻き
作りを行いました。郷土料理である「笹巻き」を子ど
もたちに知ってもらおうと実施されたものです。参加
した子どもたちは初めて体験する笹巻き作りに苦戦し
ながらも、「むずかしい」「できた！」と楽
しそうに取り組んでいました。作った笹巻
きは自宅でおいしくいただきました。

笹巻き作り

受け継がれる郷土の味
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News 町の話題

　８月14日、東部地区の高齢者世帯に地元産食材や
お盆料理を盛り込んだ弁当が配られました。この事業
は、『添川温泉ふるさと祭り』の一環で地域と高齢者
の結びつきや地域コミュニティを再認識するために行
われました。弁当の食材や献立は東部地区の食生活改
善推進員としらさぎ荘が連携し考案しまし
た。弁当を受け取った方は「心のこもった
弁当をありがとう」と話してくれました。

『添川温泉ふるさと祭り』高齢者世帯弁当宅配

お盆料理を弁当で

　８月29日、飯豊中学校において運動会が行われま
した。応援合戦では一糸乱れぬ演技を披露し、迫力あ
る応援が繰り広げられました。また、組対抗の代表リ
レーでは最後まで勝負の行方が分からない手に汗握る
戦いとなり、会場を大きく盛り上げました。新型コロ
ナ対策で例年とは違う形の大会でしたが、
生徒たちの懸命な姿に応援に訪れた人たち
からは大きな拍手が送られていました。

飯豊中学校　運動会
～新しい生活様式の中で～

よーい、ドン！

　８月24日、「飯豊町と日本郵便株式会社との包括的
連携に関する協定」の締結式が行われました。この協
定は、郵便局の集配サービスを通して高齢者と子ども
の見守りや災害時の情報収集などを行うことで、安
全・安心なまちづくりを町と連携して取り組むもので
す。赤間宏之萩生郵便局長は「郵便局が持
つ地域のネットワークを生かし、町の活性
化に貢献したい」と話しました。

日本郵便株式会社と協定を締結

暮らしの安心・安全を見守る

農業委員・農地利用最適化推進委員
による農地パトロール （町内各所）

８/25

町営学習教室「いいで希望塾」開講
 （町民総合センター「あ～す」）

中津川っ子チャレンジクラブ夏プロジェクト
のこぎりを使ってみよう （中津川地区公民館）

８/12 ８/５
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協力隊通信 vol. ６
地域おこし協力隊　移住定住コンシェルジュ　家財　綾

◆役場企画課総合政策室☎87-0521

―�

移
住
す
る
こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
か

�　
僕
よ
り
妻
の
方
が
、
本
当
に
生
活
し
て
い

け
る
の
か
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
分
の
中
で
は
決
意
は
固
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
家
も
買
い
ま
す
よ
と
（
笑
）。
普
通

は
反
対
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
互
い
仕
事

を
変
え
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
う

ど
い
い
時
期
で
し
た
。

―
飯
豊
町
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か

　
や
っ
ぱ
り
「
人
」
か
な
。
厳
し
さ
も
含
め
。

お
お
ら
か
だ
な
と
思
い
ま
す
。
い
い
距
離
感

で
困
っ
た
時
に
は
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
て

本
当
に
温
か
い
で
す
。
あ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

自
然
。
空
気
は
お
い
し
い
し
、
ご
飯
も
水
も

お
い
し
い
。

―�

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や
お
気
に
入
り
の
場

所
は
あ
り
ま
す
か

　
飯
豊
山
が
好
き
。
水
仙
ロ
ー
ド
も
好
き
で

す
。
で
も
何
と
言
っ
て
も
家
の
茶
の
間
が
一

番
好
き
で
す
。
い
つ
も
窓
か
ら
景
色
を
眺
め

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

―�

こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か

　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
畑
の
開
墾
、
稲
作
、

裏
山
を
整
備
し
て
遊
歩
道
も
作
り
た
い
、
飯

豊
山
に
関
わ
る
こ
と
や
、
観
光
と
プ
チ
移
住
、

中
学
生
の
夏
休
み
一
カ
月
体
験
等
に
も
興
味

が
あ
り
ま
す
。

―�

移
住
し
て
か
ら
撮
影
し
た
町
の
ベ
ス
ト

フ
ォ
ト
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

よ
く
写
真
を
撮
り
に
来
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で
手
前

か
ら
の
景
色
が
最
高
で
、
写
真
に
収
め
ま
し

た
。

　
移
住
後
、
飯
豊
生
活
を
満
喫
し
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
加
藤
さ
ん
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
依
頼
を
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
来
月
に
は
奥
様
が
移
住
予

定
で
、
私
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

移
住
仲
間
と
し
て
何
か
一
緒
に
新
し
い
こ
と

に
取
り
組
み
、
ど
ん
ど
ん
ご
縁
を
つ
な
げ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
加
藤
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

　
７
月
末
に
行
わ
れ
た
「
い
い
で
み
ら
い
マ

ル
シ
ェ
」。
出
店
さ
れ
た
三
澤
さ
ん
の
ト
マ

ト
収
穫
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ヘ
タ
の
部
分
ま
で
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
。

し
っ
か
り
し
た
ト
マ
ト
の
味
に
絶
妙
な
酸
味
。

夏
に
冷
や
し
て
食
べ
た
い
一
品
で
す
！

　
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
て
い

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
相
談
や
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま

し
た
。
９
月
に
は
中
津
川
む
ら
づ
く
り
協
議

会
の
皆
さ
ん
と
中
津
川
移
住
者
交
流
会
を
開

催
予
定
、
ま
た
10
月
11
日
に
ふ
る
さ
と
回
帰

フ
ェ
ア
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

お
き
ラ
ボ
始
動
開
始
！

　
平
成
29
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
お
き
た
ま

を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
お
き
た
ま

元
気
創
造
ラ
ボ
」
へ
今
年
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
町
・
県
の
職
員
や

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
を
中
心
と
し
た

26
名
の
メ
ン
バ
ー
で
動
き
出
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
置
賜
の
魅
力
の
発
見
・
発
信
と
、

若
者
の
交
流
拡
大
・
地
域
活
動
の
活
性
化
を

目
指
し
て
活
動
し
ま
す
！

活
動
の
様
子
は
こ
ち
ら
→

（Facebook

ペ
ー
ジ
）

移
住
者
応
援
♪
県
で
新
事
業
ス
タ
ー
ト
！

　
①
令
和
２
年
３
月
以
降
に
県
外
か
ら
移
住

し
た
方
が
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
場
合
、
そ

の
家
賃
の
一
部
（
上
限
１
万
円
／
月
）
を
最

大
24
カ
月
補
助
し
ま
す
。
②
移
住
希
望
者
を

対
象
に
、
協
賛
店
か
ら
の
各
種
割
引
サ
ー
ビ

ス
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
や
ま
が
た
暮
ら

し
応
援
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
、
移
住
検
討
時

に
か
か
る
一
時
的
な
経
費
の
負
担
軽
減
や
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
・
移
住
相
談
実
績

（
６
月
20
日
～
８
月
20
日
）

移
住
相
談
件
数�

６
件

空
き
家
バ
ン
ク
新
規
登
録
件
数�

１
件

空
き
家
バ
ン
ク
問
合
せ
件
数�

10
件

　前回に引き続き、神奈川県より移住された加藤雅史さんをご紹介します！
　加藤さんが感じる町の魅力や、これからチャレンジしたいことなどをお伺いし
ました。

移住者インタビュー　加藤雅
まさ
史
し
さん（数馬）②

山
形
県
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
や
ま
が
た
暮
ら
し
情
報
館
」
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飯
産
豊
遺

　
前
回
は
文
化
財
の
「
日
常
的
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
準
備
と
し
て
、

文
化
財
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ス
ト
と
カ
ル
テ

を
作
成
し
て
い
る
お
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
各
所
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文

化
財
を
調
べ
て
い
く
と
、
現
在
の
生
活
に
つ
な
が
る
小
さ
な
歴
史

の
物
語
が
見
え
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
飯
豊
町
を
代
表
す
る
文
化

財
「
天て
ん
養よ
う
寺じ

観か
ん
音の
ん
堂ど
う
」
の
周
辺
に
は
多
数
の
文
化
財
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
調
べ
て
い
く
と
「
天
養
寺
史
跡
と
ホ
ト
ケ
ヤ
マ
」
の
歴
史

の
物
語
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
物
語
を
知
り
、

そ
こ
に
あ
る
文
化
財
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
た

の
が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
現
在
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
「
天
養
寺
観

音
堂
」、「
十
じ
ゅ
う

三さ
ん

峠と
う
げ

街か
い

道ど
う

と
宇う

津つ

峠と
う
げ」、「
飯
豊
山
の
穴あ
な

堰ぜ
き

」
の
三

種
類
が
で
き
て
い
ま
す
。
次
に
小
さ
な
物
語
を
束
ね
て
い
く
と
、

以
前
お
話
し
た
飯
豊
町
の
三
つ
の
文
化
圏
が
姿
を
現
し
ま
す
。
こ

の
文
化
圏
も
大
き
な
物
語
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
物
語
を
記
し

た
の
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
「
散
居
集
落
の
歴
史
と
文
化
」、「
中
津

川
ジ
オ
サ
イ
ト
」、「
宇
津
峠
の
史
跡
」
の
三
冊
が
で
き
て
い
ま
す
。�

手
に
し
た
方
が
文
化
財
の
価
値
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
多
く
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
文
化
財

の
価
値
を
感
じ
る
人
が
い
な
く
て

は
「
日
常
的
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
成

立
し
ま
せ
ん
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
多
く
の
人
に

歴
史
の
物
語
と
文
化
財
を
知
り
、

そ
の
価
値
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
な
の
で
す
。

◆問合せ先／町社会教育課生涯学習振興室☎ 72―3111

Heritage�&�Essay 文化財と随想
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｜
飯
豊
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
⑤
｜

パンンフレットとリーフレット

�

　

九
月
三
日
午
後
二
時
二
十
三
分
、
新
潟

県
三
条
市
で
九
月
の
国
内
観
測
史
上
最
高
、

気
温
40
・
４
度
を
記
録
し
た
。
豪
雪
地
帯

の
飯
豊
町
で
雪
の
な
い
冬
を
経
験
し
た
か

と
思
う
と
、
突
然
の
集
中
豪
雨
で
最
上
川

が
あ
ふ
れ
出
す
、
山
形
で
ス
ダ
チ
が
穫
れ

る
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
園
が
北
海
道
に
出
現
し

た
り
す
る
。
普
通
で
な
い
気
象
変
動
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
温
暖
化
現
象
を
我
が
家

に
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
長
年
手
入
れ
を
怠

ら
な
か
っ
た
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
が
二
本
枯
れ
た
。

寒
い
年
な
ら
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫
で

き
る
時
無
し
大
根
と
二
十
日
大
根
が
全
滅
。

そ
の
分
ト
マ
ト
は
異
常
な
な
り
方
を
し
て

い
る
。
エ
ン
ジ
ュ
の
根
元
の
草
む
ら
に
若

い
蛇
が
白
い
腹
を
上
に
し
て
昇
天
し
て
い

た
。
か
わ
い
そ
う
に
暑
さ
の
せ
い
だ
。
反
面
、

南
方
に
生
息
す
る
蚊
、
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ

が
北
上
、
東
北
が
シ
マ
蚊
天
国
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
比
類
な
き
吸
血
能
力
が
あ
り
一

瞬
の
油
断
も
で
き
な
い
。

　

薄
暗
く
す
す
の
染
み
込
ん
だ
住
空
間
か

ら
抜
け
出
し
た
く
て
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の

セ
ッ
ト
を
再
現
し
た
よ
う
な
陽
当
た
り
の

い
い
住
宅
を
農
村
で
も
争
う
よ
う
に
建
て

て
き
た
。
我
が
家
も
例
外
で
は
な
い
。
サ
ッ

シ
一
枚
カ
ー
テ
ン
一
枚
の
部
屋
は
気
温
が

上
が
れ
ば
そ
の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
熱
く
な
る
。

昔
は
、
川
の
流
れ
水
を
台
所
の
流
し
に
直

接
引
き
込
ん
で
い
た
か
ら
涼
し
さ
は
抜
群

だ
っ
た
。
か
や
ぶ
き
屋
根
の
下
の
ひ
ん
や

り
と
し
た
味
噌
蔵
や
台
所
が
懐
か
し
い
。

　

そ
こ
で
町
は
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
日
々
の
生
活
で
の
省
エ
ネ
や
ご
み

を
減
ら
す
運
動
、
森
林
や
農
業
を
大
事
に

し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
ク
リ
ー

ン
で
災
害
に
強
い
町
を
目
指
す
。

　

で
き
る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い
賢
い
消

費
者
で
あ
り
た
い
。
そ
れ
な
ら
ご
み
を
買

わ
な
い
消
費
行
動
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
も
そ
も
手
の
込
ん
だ
包
装
で

あ
る
ほ
ど
高
価
良
質
で
あ
る
と
の
文
化
が

あ
る
。
こ
れ
は
変
え
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う

か
。
レ
ジ
袋
の
有
料
化
ぐ
ら
い
で
は
変
わ

ら
ぬ
ご
み
と
温
暖
化
の
相
関
で
あ
る
。

　

も
う
一
手
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会

を
創
る
取
り
組
み
が
飯
豊
の
「
電
池
バ
レ
ー

構
想
」
で
あ
る
。
環
境
対
策
の
科
学
を
学

ぶ
専
門
職
大
学
の
開
学
と
電
池
関
連
の
新

産
業
創
出
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向

け
て
、
困
難
な
課
題
へ
の
挑
戦
が
続
く
。

『
も
う
一
手
』

後
　
藤
　
幸
　
平
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　健康 ikiiki ＋では、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。

今月の
テーマ 新型コロナウイルスと

こころの健康

Ｈ Ｅ Ａ Ｌ Ｔ Ｈ

◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室☎86-2338

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、外出自粛や経済的な不安などで私たち
の心は今なお不穏で落ち着かず、冷静な判断や決断をしにくい状況にあるのではな
いでしょうか。特に、一定の人に対する攻撃的な言動が、日常生活やＳＮＳ（会員
制交流サイト）などのオンラインでも強まっているように見えます。
　人は、目に見えない敵、漠然とした不安に対し、誰かを攻撃することで一時的な
不安を紛らわせようとすることがあります。しかし、攻撃を向けられた人は「自分
はここにいてはいけない人間なんだ」「生きていることがつらい」と孤立感を深め
るかもしれません。この状況で大切なことは、誰しも感じている漠然とした不安に
対する工夫ではないでしょうか。
　新型コロナウイルス感染症は、誰が悪いわけでも、誰かのせいでもありません。乗り切るために必要なのは、お
互いにやさしさを持ちながら支え合うことです。

相談機関名 開設時間 電話番号
山形県精神保健福祉センター 平日８時30分～ 17時15分 023-631-7060

置賜保健所（心の健康相談） 平日８時30分～ 17時15分 0238-22-3015

山形いのちの電話 13時～ 22時 023-645-4343

よりそいホットライン 24時間対応 0120-279-338

チャイルドライン（１８歳までの子ども） 16時～ 21時 0120-99-7777
一般社団法人日本臨床心理士会
一般社団法人日本公認心理士会
（新型コロナこころの電話相談）

�９月～ 12月まで：月曜日～土曜日　10時～ 13時 050-3628-5672

一般社団法人日本臨床心理士会
（定例電話相談）

　　月曜日～木曜日　19時～ 21時
　　　　　　金曜日　９時～ 12時、19時～ 21時 03-3813-9990

厚生労働省
働く人の「こころの耳電話相談」

月曜日・火曜日　17時～ 22時
土曜日・日曜日　10時～ 16時 0120-565-455

町　健康福祉課　健康医療室 平日８時30分～ 17時15分 86-2338

①行動の制限がある中でも、親しい人と対話する時間を持つこと
②メディアから流れる情報に長時間触れないこと
③攻撃や差別に同調しないこと
④�もともと心の健康問題や家族内の問題を抱えている人は、一人で抱え込まず　
ＳＯＳを出すこと。知っている周囲の人も、できるだけ声をかけることが大切
⑤身体活動と規則正しい生活を心掛けること

＜不安に対する工夫の具体的な方法として、次の５つを意識してみましょう＞

◇みんなが少しずつ心の余裕を持ち、共に考え、「未知の感染症」を乗り越えましょう！
＜こころの相談先一覧＞
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10月
１ 木

２ 金 レディース検診　13:00 ～（南陽検診センター）
キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）

３ 土 キララ☆アスリートクラブ　9:00～（光洋精機アスリートフィールド）
キララ☆スポーツの日　19:00～（スポーツセンター体育館）

４ 日
５ 月
６ 火 小白川・手ノ子地区人間ドック　7:00 ～（南陽検診センター）

7 水
キララ☆ピラティス教室　10:00～（東部地区公民館）
キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
キララ☆ヒップホップ教室　19:00～（中部地区公民館）

８ 木 椿・小白川地区総合健診　7:30～（健康福祉センター）

９ 金 椿・小白川地区総合健診　7:30～（健康福祉センター）
キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）

10 土
キララ☆書道教室　9:00～（中部地区公民館）
キララ☆アスリートクラブ　9:00～（光洋精機アスリートフィールド）
キララ☆こども将棋教室　10:30～（中部地区公民館）
キララ☆スポーツの日　19:00～（スポーツセンター体育館）

11 日 食彩しろつばき直売　9:00～（いいで旅館）
12 月
13 火
14 水 キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
15 木
16 金 キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
17 土
18 日
19 月 レディース検診　13:00 ～（南陽検診センター）
20 火 黒沢・椿地区人間ドック　7:00 ～（南陽検診センター）

21 水
キララ☆ピラティス教室　10:00～（西部地区公民館）
キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
キララ☆ヒップホップ教室　19:00～（中部地区公民館）

22 木 中部地区公民館長杯ゲートボール大会　9:00～（スワンパーク）
23 金 キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）

24 土

キララ☆書道教室　9:00～（中部地区公民館）
キララ☆アスリートクラブ　9:00～（光洋精機アスリートフィールド）
キララ☆こども将棋教室　10:30～（中部地区公民館）
しろつばき展示会　13:00～（白椿地区公民館）
キララ☆スポーツの日　19:00～（スポーツセンター体育館）

25 日 しろつばき展示会　9:00～（白椿地区公民館）
26 月 飯豊町農業委員会総会　9:30～（役場）
27 火
28 水 キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
29 木
30 金 キララ☆アスリートクラブ　18:30～（光洋精機アスリートフィールド）
31 土

◆問合せ先／町健康福祉課健康医療室
　　　　　　☎86-2338

Information お知らせ

※日程は発行時のものです。変更の可能性があります。

乳幼児健診
◎４カ月児・９カ月児健診
◆日時／ 10月30日㈮
◆受付時間／ 12:15 ～ 12:50
◆対象者／４カ月児／令和２年６月生まれ
　　　　　９カ月児／�令和２年２月生まれ
◆場所／健康福祉センター
◆�持ち物／母子健康手帳、バスタオル、10月上
旬に送付する問診票（４カ月児のみ）

◎３歳児健診
◆日時／ 10月１日㈭
◆受付時間／ 12:15 ～ 12:50
◆対象者／平成29年２月・３月生まれ
◆場所／健康福祉センター
◆�持ち物／母子健康手帳、子ども用歯ブラシ、バ
スタオル、９月上旬に送付する健診セット

幼児歯科健診
◆日時／ 10月15日㈭
◆受付時間／ 12:45 ～ 13:15
◆対象者／平成29年８月・９月・10月生まれ
　　　　　平成30年８月・９月・10月生まれ
　　　　　令和元年10月生まれ
◆場所／健康福祉センター
◆�持ち物／母子健康手帳、子ども用歯ブラシ、�
健診料金500円

母子健康手帳交付
◆期日／月曜日～金曜日（祝日除く）
◆時間／ 8:30 ～ 17:00
◆場所／健康福祉センター
◆�内容／妊娠届出時の健康相談
※�随時交付いたしますが、保健師が不在の場合が
ありますので、必ず事前にお電話ください

パパママ教室（１回目）
◆日時／ 10月７日㈬13:30 ～ 16:30
◆�対象者／令和３年２月・３月出産予定の初妊婦と夫
◆場所／長井市保健センター
◆�持ち物／母子健康手帳、母子健康手帳副読本（母
子健康手帳交付時に配布したもの）、筆記用具

11月の乳幼児健診日程
◎１歳６カ月児健診
◆日時／ 11月26日㈭
◆受付時間／ 12:15 ～ 12:50
◆対象者／平成31年３月・４月生まれ
　　　　　令和元年５月生まれ
◎幼児歯科健診
◆日時／ 11月19日㈭
◆受付時間／ 12:45 ～ 13:15
◆対象者／平成30年３月・４月・５月生まれ
　　　　　令和元年11月生まれ
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◆問合せ先／役場住民課住民室☎87-0511

国民健康保険診療所からのお知らせ

◆国民健康保険診療所（椿）�☎72-2300
月 火 水 木 金 土 日

１日 ２日 ３日 ４日
午前 ○ ○
午後 ○

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○

26日 27日 28日 29日 30日 31日
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土 日
１日 ２日 ３日 ４日

午前
午後 ○

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10日 11日
午前 ○ ○
午後 ○

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
午前 ○ ○
午後 ○

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日
午前 ○ ○
午後 ○

26日 27日 28日 29日 30日 31日
午前 ○ ○
午後 ○

【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30　午後�1:00 ～ 4:00
○診療日は月・水曜日の午前、木曜日の午後となります
○血液検査は、月・水曜日に行います
○�予防接種は、ワクチン手配の都合上、事前にご予約ください

◆付属中津川診療所�☎77-2330

10月の診療予定をお知らせします ※空欄は休診となります

【受付時間】　午前�8:30 ～ 11:30　午後�1:30 ～ 4:00
○水・木曜日の午後は、訪問診療などのため休診となります
○小児の予防接種は、月・火・金曜日の午後４時から行います
○�予防接種は、ワクチン手配の都合上、事前にご予約ください

　重度心身障がい（児）者医療証・ひとり親家庭等医療証・子育て支援医療証をお持ちの方で、山形県外の医療
機関を受診した場合は、支払った医療費について、役場に請求していただくことで、医療費をお返ししています。
　また、重度心身障がい（児）者医療証（一部負担有）をお持ちの方で後期高齢者医療保険証をお持ちの方は、
外来を受診して14,000円を超えた部分についてお返しできます。
　該当すると思われる方は、次のものを持参して申請してください。
◆申請に必要なもの
　医療証該当者の保険証、医療証、印鑑（朱肉を使用する認印）、県外の医療機関の領収書、振込先の通帳
※保険適用外の支払いについては対象となりません（薬の容器代、病衣代など）

　飯豊町では０歳から18歳まで医療費の無料化を実施しており、医療機関に入院した場合の食事代についても、
役場に請求していただくことで、食事代をお返ししています。
　該当すると思われる方は、次のものを持参して申請してください。
◆申請に必要なもの
　お子さんの健康保険証、子育て支援医療証、印鑑（朱肉を使用する認印）、入院した医療機関の領収書、
　振込先の通帳

重度心身障がい（児）者医療証・ひとり親家庭等医療証・子育て支援医療証をお持ちの方へ

県外の医療機関を受診した場合、医療費の請求ができます

子育て支援医療証をお持ちの方へ 入院時の食事代が請求できます
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こどもみらい館の予定表

●こどもみらい館　☎72   ―3336�
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝日
利用時間／ 8：30～ 11：30、13：00～ 16：30

９月11日㈮13：15 ～ブックスタート
　　16日㈬10：45 ～避難訓練
　　23日㈬10：45 ～あそびの広場
　　29日㈫10：00 ～なかよし広場乳児部

　町内に在住の方で、小学校入学前のお子
さんの写真掲載を希望される方は、メール
（iide-info@town.iide.yamagata.jp）に
名前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先
　役場企画課情報推進室
　☎87―0522�

メ ー ル
送 信 用
QRコード

やしま あさひ くん

（９月の日程）

みた あきひろ くん

　来年度、町の幼児施設に入園を希望する子ども
さんと保護者を対象に「なかよし広場」を開催し
ます。問い合わせや申し込みは、入園を希望する
幼児施設またはこどもみらい館までお願いします。
◆時間／ 10:00 ～ 11:00
◆内容／施設見学や説明、お友だちとの交流など
◆申込期限／２週間前まで
◆�その他／希望された幼児施設に各自集合してく

ださい

（要申込）
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（要申込）

（健康福祉課）
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あ～す

図書 報情室
飯豊町
町民総合センター

「あ～す」図書室
☎ 72–3111

今月のおすすめの本
一般図書

児童図書

きたきた捕物帖
宮部 みゆき／著　出版／ＰＨＰ研究所

　江戸は深川、親分の跡を継いで岡っ引
きたらんとする北一が、相棒・喜多次や
おかみさんの力を借りて成長し、事件を
解決していく謎解き×怪異×人情の捕物
帖シリーズ、第 1 弾。月刊文庫『文蔵』
連載を加筆・修正し単行本化。

レストランのおばけずかん
斉藤 洋／作　宮本 えつよし／絵　出版／講談社
　レストランにはこわ～いおばけが
いっぱいいます。でも、このお話を読
めば、だいじょうぶ！ 「おべんきょうメ
ニュー」をはじめ、「キズプレート」「ふ
らふらフラッペ」など、レストランのこ
わいおばけの話全 7 話を収録。

新　着　図　書

今 月 の 展 示 コ ー ナ ー

新　着　児　童　書

食王

「山奥ニート」
やってます。

楡
にれ

 周平／著

石井 あらた／著

54 字の百物語

みどりのほし

氏田 雄介／編著
武田 侑大／絵

林 木林／作
長谷川 義史／絵

　９月の展示コーナーは、災
害・防災に関するミニ知識や、
夏明け後の健康管理情報、季
節の歳時記などを展示してい
きたいと思いますので、ぜひ
ご覧ください。

10 月の開館日　■は閉館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
開館時間９：00 ～ 17：00

町民総合センター「あ～す」
◦休館日　毎週月曜日、祝日、年末年始
◦問合せ先　☎72-3111

　今年度に入り中止していたおはなしかいを再開し
ます。みなさんぜひおはなしを聞きに来てください。
参加費は無料です。
　感染症対策のため、参加される方はマスクの着用、
来館時の手指消毒にご協力をお願いいたします。
◆日時／ 10月３日㈯　10:00 ～ 10:30
◆会場
　町民総合センター「あ～す」１階多目的ホール
◆�対象／おおむね３歳から小学校３年生程度の児童
とその保護者の方　先着10組限定
◆�内容／「あ～すまいり～ず」さんによる読み聞かせ
◆申込・問合せ先
　町民総合センター「あ～す」図書室☎72-3111
※９月30日㈬までお電話にてお申し込みください

「あ～す」図書室からのお知らせ
　現在、午前９時から午後７時まで開館している�
「あ～す」図書室ですが、９月末をもって開館時間
の延長を終了します。
　10月１日㈭より以下の開館時間になりますので
ご注意ください。
◆開館日時／火曜日～日曜日　９:00 ～ 17:00
　（月曜日・祝日は休館）

♪わくわくおはなしかい♪

「あ～す」図書室の過年度分雑誌を
無料配布します

　図書室の古くなった雑誌（オレンジページや
ESSE、きょうの料理、じゃらん、趣味の園芸、す
てきにハンドメイドなど）を無料で配布します。ぜ
ひご利用ください。
◆日時／ 10月３日㈯　10:30 ～ 15:00
◆場所／「あ～す」図書室内
◆その他／なくなり次第終了とさせていただきます
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住民課生活環境室から住民課生活環境室から
９月21日から30日まで秋の交通安全県民運動が実施されます
　日没が早まる秋以降は、夕暮れ時から夜間にかけて交
通事故が多くなります。交通ルールやマナーを守り交通
事故を防止しましょう。
◎運転者は…
　・早めにライトを点灯し、ハイビームを活用しましょう
　・子どもと高齢者に思いやりの運転を心掛けましょう
　・�運転中の携帯電話の操作は大変危険です。しっかり
停止してから行いましょう

　・�すべての座席でシートベルト・チャイルドシートを
正しく着用しましょう

　・�飲酒運転は犯罪です。「しない、させない、許さない」
を徹底しましょう

◎歩行者・自転車利用者は…
　・�夕方以降に外出する時は、明るい色の服装を心掛け
ましょう

　・�夜光反射材を着用し、運転者に自分の存在をアピー
ルしましょう

　・�道路を横断するときは、きちんと止まってしっかり
確認しましょう

　・�自転車も夕暮れ時は早めのライト点灯を行いましょう
◆問合せ先／役場住民課生活環境室☎87-0514

夕暮れ時は危険がいっぱい！

納　税
10月

住民税・国保税
• 納期限／ 11月２日㈪
• 問合せ先
　役場税務会計課税務室
　☎87-0512、87-0513

税金、水道料などの公共料金のお支払いは、
便利な口座振替を利用しましょう！
口座振替の手続きは希望する金融機関窓口で。

暮ら し の 相談 10月

事業所名 職　　種 雇用形態

㈱ヤマコー　コミュニティ事業部
施設管理運営業務
（山形県飯豊少年自然の家）

正・非

舟山ファーム　舟山新弥 作業員 正・パ
㈱デンソー山形 データ入力（アルバイト求人） パ
㈱大岸製作所　山形工場 社内システムエンジニア 正
㈱マイセルフ プラスチック用品の製造補助 派

樋口建設㈱
建築施工管理技士、土木施工管
理技士、作業員

正

富士産業㈱東北事業部 栄養士（美の里） 非
飯豊町役場 幼稚園教諭 パ
㈱並木製作所　山形工場 貴金属の製作・加工 パ

㈲トライ
プラスチック製品の製造・加工
（２交替）

派

㈱コメリ 店舗運営職・幹部候補 正
㈲菊地工業 運転手（10ｔまたは４ｔ） 正
㈲後藤農場 農作業員 正・パ
㈲江袋製作所 部品組立・検査など 派
㈱セスナー 車両用電装部品製造（２交替） 派
中津川バイオマス㈱ 木材伐採、運搬作業 正
サンリット工業㈱ 品質管理・品質保証業務、技能工 正
車匠　ヨシダ　吉田浩之 自動車整備 非
㈱冨永工務店 建築大工（見習い可） 正

ハ　ロ　ー　ワ　ー　クハ　ロ　ー　ワ　ー　ク
飯　豊　町　求　人　情　報飯　豊　町　求　人　情　報

　飯豊町内のハローワークの求人情報
を掲載します。
◇ 令和２年７月22日以降に登録され

た令和２年８月21日現在の町内求
人情報を受け付け順に掲載していま
す。雇用の状況により、募集が停止
されている場合があります。

◇ 事業所によっては複数の職種の募集
がありますが、掲載枠の関係上、一
部省略しています。

◇雇用形態は、正＝正規社員、非＝非
　 正規社員、パ＝パート労働者、派＝有

期雇用派遣労働者で表記しています。
◇ 詳しくは、町ホームページかハロー

ワーク長井にお問い合わせください。
◆問合せ先
　ハローワーク長井☎84-8609
　役場商工観光課産業連携室☎87-0569

心配ごと相談

人 権 相 談

無料法律相談
日 時：16日㈮13:00 ～ 15:00
会 場：あ～す
問合せ先：役場住民課（☎87-0514）
日 時：２日㈮13:00 ～ 15:00
会 場：あ～す
問合せ先：役場住民課（☎87-0514）
日 時：16日㈮13:00 ～ 15:00
会 場：町社会福祉協議会
問合せ先：町社会福祉協議会（☎72-3353）



広報いいで 18

飯豊町役場
　TEL　0238―72―2111
　FAX　　　　72―3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

「 あ ～ す 」 ☎ 72–3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72–3353 東 部 地 区 公 民 館 ☎ 74–2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86–2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74–2011 西 部 地 区 公 民 館 ☎ 75–2111
介 護 老 人 保 健 施 設 ☎ 86–2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72–3086 中 津 川 地 区 公 民 館 ☎ 77–2020
国 民 健 康 保 険 診 療 所 ☎ 72–2300 中 部 地 区 公 民 館 ☎ 72–2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72–2245
付 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77–2330 白 椿 地 区 公 民 館 ☎ 72–2242 中 津 川 駐 在 所 ☎ 77–2110

　自殺予防週間（９月10日～９月
16日）において、全国共通の電話
番号を設定する統一ダイヤルを実施
します。
◆電話番号／ 0570-064-556
◆�受付時間／９月10日㈭～９月16日㈬

9:00 ～ 17:00
※期間中は土日も相談を受け付けます

　大切な人を自死で亡くされた方が
安心して語れる場所として「個別相
談」および「集い」を開催します。
◆精神科医による個別相談／予約制
◆集い／語り合い・分かち合い（月１回）
◆�申込・問合せ先／県精神保健福祉

センター☎023-674-0139

　消防法令において、危険物取扱者
免状および消防設備士免状に貼付す
る写真は、撮影後10年以内のもの
であることが義務付けられています。
◆�申請書類配布先／各消防本部、県

庁消防救急課、県各総合支庁など
◆�問合せ先／（一財）消防試験研究セ

ンター山形県支部☎023-631-0761

　例年10月初旬に実施しておりま
す希望が丘祭について、新型コロナ
ウイルス感染症拡大予防の観点から、
今年度の開催は中止とさせていただ
きます。ご理解のほど、お願いします。
◆�問合せ先／コロニー希望が丘こだ

ま寮☎0238-46-3100

　子宮頸がん検診・乳がん検診が休
日に受けられます。この機会に検診
を受けましょう！
①山形県一斉検診日（子宮頸がん・乳がん）
◆日時／10月18日㈰　受付8:00 ～ 9:00
◆対象者
　子宮頸がん検診：20歳以上の女性
　乳がん検診：35歳以上女性
◆会場／南陽検診センター
◆定員／各40名　※先着順
◆申込受付（土・日・祝日を除く）
　9月15日㈫～ 9月30日㈬　10:00 ～ 15:00
◆申込・問合せ先
　南陽検診センター☎0238-43-6303
②�飯豊町休日子宮頸がん検診（子宮
頸がん検診のみ）
◆�日時／ 10月17日㈯、11月７日㈯　

受付7:00 ～ 7:30
◆対象者／ 20歳以上の女性
◆会場／南陽検診センター
◆定員／両日ともに15名
◆申込受付（土・日・祝日を除く）
　10月17日の分は９月23日㈬まで
　11月７日の分は９月30日㈬まで
◆申込・問合せ先
　町健康福祉課☎86-2338

　「自然災害による被災者の債務整
理に関するガイドライン」に基づ
き、住宅ローンなどの免除・減額
を申し出ることができます。概要
は、ホームページをご覧ください。　
http://www.dgl.or.jp/
◆�問合せ先／山形財務事務所理財課

☎023-641-5178

◆募集職種および人員
　①介護員（若干名）
　②調理員（若干名）
◆採用予定日／令和３年４月１日
◆受験資格（令和３年３月取得見込み可）
　①介護福祉士資格
　②調理師免許
◆試験案内の配布先
　特別養護老人ホームひめさゆり荘
◆受付期間／９月10日㈭～ 10月10日㈯
◆試験日／ 10月24日㈯
◆�申込・問合せ先／特別養護老人

ホームひめさゆり荘☎74-2011

　町内各地区の消火栓水抜き点検を
実施します。消防車両が停車して作
業を行いますので、ご理解とご協力
をお願いします。
◆各地区実施予定期間
◦９月中旬～下旬
　松原、小白川、手ノ子、高峰
◦10月
　中、萩生、黒沢、椿、添川、中津川
※ 11月中は、上記予定で実施でき

なかった場合の予備日とします
◆点検実施時間帯
　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
◆�問合せ先／西置賜行政組合消防署

飯豊分署☎72-2222

　中学校で使用した植木鉢を
お譲りします。（11月末まで）
◆問合せ先／飯豊中学校
　☎72-2129

休日レディース検診のご案内こころの健康相談統一ダイヤル

住宅ローンなどの免除・減額

消火栓水抜き点検に�
ご協力をお願いします

社会福祉法人いいで福祉会�
職員募集

自死遺族相談�
（秘密は厳守します）

危険物取扱者・消防設備士の�
免状をお持ちの方へ

令和２年度「希望が丘祭」�
開催中止のお知らせ

植木鉢をお譲りします
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◆飯豊アパート（１戸）
◦ 間取り／６畳＋６畳＋4.5畳＋ＤＫ
◦所在地／萩生3893-3
◆家賃／ 14,900円～ 29,300円
◆入居可能時期／ 12月上旬
◆入居資格
　 入居世帯の収入が公営住宅法で規

定する基準以下で、県営住宅に同
居する親族を有する住宅困窮者で
あること
◆入居者選考方法
　 申込者のうち、抽選により当選した

方について入居資格審査にて決定
◆�申込受付／ 10月５日㈪～ 10月９日㈮

10:00 ～ 17:00
◆�申込先／置賜総合支庁西庁舎（長

井市）１階　総合案内窓口
◆�問合せ先
　 県営住宅指定管理者㈱西王不動産

置賜事務所☎0238-24-2332

　屋外広告物（看板）の落下や倒壊
事故が増加しており、県では９月を
「屋外広告物適正化旬間」と定め、
巡視等による指導強化を行っていま
す。自宅敷地の看板であっても点検
義務があります。新たに看板を設置
する際には、県への申請が必要な場
合があります。
◆�問合せ先／置賜総合支庁西置賜建

設総務課行政係☎88-8223

　15歳から49歳までの、現在お仕事
や通学をしていない方、就職をしよ
うとするけれど一歩踏み出せずにい
る方が対象です。秘密は厳守します。
◆利用日時（予約制）
　月曜日～土曜日　9:00 ～ 17:00
◆利用料／無料
◆場所／米沢市赤芝町字川添1884
◆�問合せ先／置賜若者サポートス

テーション☎0238-33-9137
※ 職業のあっせん・紹介は行ってい

ません

（８月届け出分）

　地区新人大会当日の会場への入場
は、選手、引率教員、大会役員、選
手の家族のみとさせていただきます。
一般の方の入場は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止の観点からお控
えいただきますようお願いします。
◆９月26日㈯、27日㈰に開催予定

　地震や武力攻撃などの発生時に備
え、防災ラジオが自動起動する「情
報伝達試験」が行われます。放送時
間帯に聞き逃した場合は、録音再生
ボタンを押すと、録音された内容が
再生されます。
◆放送日／ 10月７日㈬　11:00 ～
◆�放送内容／チャイム→「これはＪ

アラートのテストです」×３回→
チャイム
◆�問合せ先／役場総務課防災管財室

☎87-0695

　８月号９ページの「お知らせイン
フォメーション」に一部誤った記載が
ありました。深くお詫び申し上げます
とともに、以下のとおり訂正いたします。
◆ボランティア／なし
【添川児童センターへ】
◎ガラス磨き・読み聞かせ
　飯豊中学校１年生
◆ボランティア／追加
【飯豊わくわくこども園へ】
◎読み聞かせ／あ～すまいり～ず
◆善意の窓／数量訂正
【飯豊わくわくこども園へ】
◎佐藤仁史さん／プランター花（８つ）

　
８
月
中
旬
、
７
月
に
定
植
し
た

ゆ
り
が
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
白
や
ピ
ン
ク
、
黄
色

な
ど
次
々
に
咲
き
、
プ
チ
ゆ
り
園

を
自
宅
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
お
宅
の
ゆ
り
は

い
か
が
で
し
た
か
。

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
暑
さ

寒
さ
も
彼
岸
ま
で
。
過
ご
し
や
す

く
な
る
と
い
い
で
す
ね
。（
み
さ
と
）

　
光
る
汗
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
、

は
じ
け
る
笑
顔
、
飯
豊
中
学
校
の

運
動
会
は
ま
さ
に
青
春
そ
の
も

の
で
し
た
。
白
熱
し
た
最
後
の
リ

レ
ー
で
目
頭
を
熱
く
し
た
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
。
一
生
懸
命

な
生
徒
た
ち
の
姿
に
、
た
く
さ
ん

の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
軽
い
熱
中
症
に
見
舞
わ
れ
た
週

末
か
ら
一
転
、
朝
晩
は
秋
の
気
配

が
漂
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
季

節
が
巡
り
ま
す
。�

（
中な

か
ま真

）

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢
中 新 田 嶋 貫 清 助 さん 82
椿 厚 生 川 崎 昭 雄 さん 84

手ノ子 荻 宇津木庄左衛門 さん 84
椿 辻 松山サヱ子 さん 91

添 川 上 代 梅津キミヨ さん 97
椿 坂ノ下 志 田 　 清 さん 86

添 川 東 山 小 関 志 げ さん 90
萩 生 中ノ目南 島 貫 を さん 95
中 新 田 伊藤くみ子 さん 92

松 原 横 山 さ だ さん 100

【８月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,345（- １）転入 ７

人　
口

男 3,371（- ５）転出 ６
女 3,496（- ３）出生 ２
計 6,867（- ８）死亡 11

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際にお申し出てください。

Information お知らせ

お誕生おめでとうございます
住�所 氏　　名 ご両親

松 原 須 貝 心
み こ と
琴 ちゃん（ 恒 二

美 香

中 渡 部 浬
り

詩
た
ちゃん（ 香寿樹詠 美

屋外広告物の適正管理を�
お願いします

県営住宅入居募集案内

ご結婚おめでとうございます
住�所 氏　　名

（添 川 江 口 幸 大 さん
山 形 市 宮 城 奈 々 さん

全国的な「情報伝達試験」が行われます
～防災ラジオが自動起動します～

令和２年度西置賜地区中学校�
新人体育大会の開催について

【お詫びと訂正】

働きたいけど踏み出せない�
若者を応援します



この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

第11回　梅津良徳さん第11回　梅津良徳さん
私と私とSS

エス ディー ジー ズ

DGsDGs ～持続可能な私の取り組み～～持続可能な私の取り組み～

　広報いいででは、SDGs（エス・ディー・ジーズ：持続可能な開発目標）について皆さんに知っていただく
ため、連載形式でSDGsに関する町の取り組みなどをお知らせしています。
　今月は、身近に存在するSDGsについてインタビュー形式で掲載します。

私 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
フ ァ イ ル ． 11

梅津良
よし
徳
のり
さん

萩生在住
萩生地区でダスキンウメツを経
営する。先代から言われた「お
客様との繋がりを大切に」とい
う言葉を胸に、毎日従業員とと
もに笑顔で仕事に取り組む。

梅津良徳さん 事務仕事もテキパキとこなします

ー�

は
じ
め
に
、
ご
自
身
に
つ
い
て
ご
紹
介
く

だ
さ
い

　
梅
津
良よ
し
徳の
り
で
す
。
萩
生
地
区
で
生
ま
れ
育

ち
ダ
ス
キ
ン
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ー
会
社
を
経
営
す
る
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　
父
が
昭
和
56
年
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を

請
け
負
う
梅
津
商
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後

ダ
ス
キ
ン
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
を
行
う
よ

う
に
な
り
、
現
在
は
ダ
ス
キ
ン
ウ
メ
ツ
と
し

て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。
私
は
高
校
卒
業

後
入
社
し
、
父
の
も
と
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技

術
を
習
得
し
ま
し
た
。
父
の
死
後
、
事
業
を

継
承
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

ー
ダ
ス
キ
ン
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
や
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

ダ
ス
キ
ン
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
は
清

掃
・
衛
生
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
リ
ー
ス
事
業

や
物
販
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
は
事
業

所
や
一
般
家
庭
の
室
内
外
の
清
掃
で
す
。
ど

ち
ら
も
町
内
外
の
企
業
や
ご
家
庭
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ー
仕
事
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

　
と
は
何
で
す
か

　
私
た
ち
は
、
ご
家
庭
で
は
掃
除
が
難
し
い

場
所
や
、
企
業
の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
の
清
掃

を
請
け
負
い
ま
す
。
清
掃
が
終
わ
っ
た
後
に
、

お
客
様
か
ら
面
と
向
か
っ
て
お
礼
を
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
次
の
仕
事
へ
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ー
梅
津
さ
ん
は
お
仕
事
の
傍
ら
町
商
工
会
青

　
年
部
部
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね

　
昨
年
の
４
月
か
ら
青
年
部
の
部
長
を
務
め

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
に
加
盟

す
る
様
々
な
職
種
の
部
員
21
名
で
、
地
域
振

興
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

ー
青
年
部
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

　
い
る
の
で
す
か

　
「
め
ざ
み
の
里
ま
つ
り
」
で
の
出
店
な
ど
、

依
頼
が
あ
っ
た
も
の
は
極
力
引
き
受
け
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
独
自
の
事
業
と
し
て
、
白

川
ダ
ム
湖
で
小
学
生
な
ど
の
親
子
を
対
象
に

カ
ヌ
ー
体
験
を
主
催
し
ま
し
た
。
幼
い
頃
に

親
子
で
雄
大
な
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
を
し
た

経
験
を
将
来
思
い
出
し
、
町
に
住
み
続
け
て

も
ら
い
た
い
、
い
っ
た
ん
町
外
に
行
っ
て
も

ま
た
町
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

想
い
で
企
画
し
ま
し
た
。
今
年
は
残
念
な
が

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

青
年
部
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

―
青
年
部
の
取
り
組
み
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
住
み
続

　
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
ね

　
町
に
は
豊
か
な
自
然
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
温
か
な
人
が
多

く
い
る
気
が
し
ま
す
。
結
果
が
す
ぐ
に
見
え

な
く
て
も
、
町
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
続
け
た
い
で
す
。
子
ど
も
向

け
の
活
動
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
な

い
か
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ー
仕
事
で
も
今
後
進
め
て
い
き
た
い
こ
と
は

　
あ
り
ま
す
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

生
活
様
式
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
弊
社
の
事

業
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

が
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。


